
 

 

 

 

 

「人の存在を伝達する遠隔操作型アンドロイド」 
    ～人間社会の新たな可能性を探る～ 

 

開 催：2015年 10月 2日（金）15:00～16:30 

会 場：ナレッジキャピタル・カンファレンスルーム 

（グランフロント大阪 タワーＣ ８F C-04） 

主 催：スマートウェルネス研究会 

共 催：公益財団法人都市活力研究所 

事務局：公益財団法人都市活力研究所、 

淀川キリスト教病院 

 

「スマートウェルネス研究会」は 2013 年７月に発足し、大阪大学大学院医学系研究科等と密接に連携

し、スマートウェルネス領域に関するセミナーや討議などを通じて、新たな事業テーマの発掘や最新関連

情報の提供などを行っています。 

 

今回のセミナーでは、人の疑似存在としての“アンドロイド”にヘルスケアの視点からフォーカス

しました。人間としての必要最低限の見かけと動きの要素だけからなる、人間のミニマルデザイン

を取り入れたアンドロイドによる最先端の心のケアサービスモデルの可能性についても学びました。

さらに、新たなメディアとしての可能性や新たなコミュニケーションスタイル、ビジネスモデル創

出の可能性についても探りました。また、フロアの参加者から多数の質問があり活発な意見交換が

なされました。（参加者２７名） 

 

【今回の講師】 

西尾修一氏 

株式会社国際電気通信基礎技術研究所 

石黒浩特別研究所 主幹研究員 

    

 

 

【交流会・名刺交換会】 

会場：公益財団法人都市活力研究所 

   セミナー室（参加者２６名） 

 

 

【次回のご案内】 

  2016年 1月頃開催予定 

  詳細が決まり次第、弊財団 WEBサイトにてご案内いたします。 

（http://www.urban-ii.or.jp/） 

第 10 回 スマートウェルネス・オープンセミナー 

Society of Smart Wellness for the study 

http://www.urban-ii.or.jp/

